
 

 

お知らせ 2017 年 9 月 20 日 

NTT レゾナント株式会社 

 

IoT時代の「あうんの呼吸」を実現する 

日本発のプロジェクト「gSntk」モニター募集開始 

https://product.goo.ne.jp/gsntk/ 

 

ポータルサイト「goo」を運営する NTT レゾナント株式会社(本社：東京都港区、代表取締役社長：

若井 昌宏、以下 NTT レゾナント)は、スマートスピーカーや、IoT などの最新のユーザー環境におい

て、対話形式でユーザーの生活を変革するための日本発のプロジェクト「gSntk(グーエスエヌティーケ

ー)」を進めてきました。このたび、gSntk は goo が考える世界観について実際のフィールドで検証す

るために、モニターを募集します。 

 

gSntk は、対話形式による、毎日のニュースや検索などの各種 goo サービスの提供に加え、IoT デバ

イスとの接続をおこなうことで、スマートロックなどの家電制御もおこない、ユーザーの生活をもっと

便利に、より豊かになることを目指しています。 

 

 
 

https://product.goo.ne.jp/gsntk/


1. 【背景】gooを作り直す覚悟 

IoT などの隆盛により、ユーザーの生活環境に大きな変革が訪れようとしています。例えば、最新ト

レンドの 1 つであるスマートスピーカーは、音声対話で、家の中のデバイスの制御など、ユーザーのさ

まざまな要求に対応できるようになっています。 

しかし、既存のスマートスピーカーは、あくまでユーザーの要求に対して”リアクション”することが

中心となっており、これがユーザーにとって最適な環境だとは goo は考えていません。goo が作り出す

対話インターフェースは、ユーザーに”リアクション”するのではなく、ユーザーの思考を読み解き、要

求に先んじて、「あうんの呼吸」で”アクション”をおこなっていきます。 

そのために、goo における検索、ニュース、Q＆A などの既存コンテンツを対話インターフェース上

で再構築し、インターネットにつながるモノも制御可能にしていくことにしました。この世界観が実際

にユーザーにどのように受け止められるのかを確かめるために、昨年度から進めている gSntk プロジェ

クトを PoC(概念実証)(*1)フェーズに移行します。 

 

2. 【PoC概要】 

(1)対話形式でのgooサービス提供 

 対話形式でユーザーが必要とするタイミングに必要な情報を提供するサービスの実現を目指していま

す。例えば、ユーザーが応援しているスポーツチームの得点が入ったときに、ユーザーがわざわざ調べ

なくても得点したことを通知できるような、「あうんの呼吸」のサービス提供のことです。 

 また、旅行計画を立てる際にどこに行くかを入力しなくても、ユーザーの気持ちを汲み取って、最適

な旅行プランを対話形式で提案するサービスなども提供していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(2)IoTデバイスの操作も可能に 

モノがインターネットにつながっていく時代に向けて、goo は情報検索からはじまり、情報提供から

IoT デバイスの制御も可能にしていきます。 

 

モノともつながる 

gSntk プロジェクトを通じて、スマートスピーカーを含めた

IoT デバイスと連携し、対話形式で家電などを操作できるようにし

て検証していきます。モノともつながることで、ユーザーの出勤

時間や帰宅状況、位置情報や家電の操作行動からよく見ているテ

レビ番組の情報、健康状態に関わるような情報も取得すること

で、「あうんの呼吸」を実現します。 

さまざまなプロトコルに対応 

IoT デバイスと通信するプロトコルはさまざまですが、特定のプ

ロトコルにこだわらず、ユーザーが必要とするモノとつながるた

めのさまざまなプロトコルに対応することを検討していきます。 

 

 

(3)IoT時代のユーザー行動状況から「あうんの呼吸」を実現 

gSntk プロジェクトでは、goo サービスの利用行動やモノの利用行動を活用することで、「あうんの

呼吸」を実現していきます。ユーザーの利用行動状況に関わる情報を活用することで、スマートスピー

カーなどにユーザーが要求を出す前に、ユーザーが知りたいニュースや天気、教えてほしいことを伝え

ることができます。天気・気温や毎日の帰宅時間を考慮して寒い日には事前に暖房を入れて部屋を温め

ておくこともできるようになります。毎日の体温や血圧などの健康状態に異変があれば、適切な人に伝

えることもできます。 

このように IoT デバイスとつながることで、ユーザーがいつ帰宅して何時に家を出たか、どのような

家電で何をしたのか、毎日の健康状態に関わる情報などをもとに、察して動くことになります。そのた

め、まずはそのようなパーソナルな情報を活用することを想定して、同じ家に住む家族などにフォーカ

スしたコミュニケーション機能を PoC のために準備しました。 

スマートロックやネットワークカメラなど、ユーザーが抱えるセキュリティ上の不安や心的な抵抗な

ども gSntk プロジェクトの中であきらかにしていきます。その上で、日本に必要な法律の整備やユーザ

ーの抱えるリスクが何なのかもあきらかにしていきます。 



(4)モニター募集について 

goo とともに未来の日本の生活を創り出すモニターを募集します。モニター環境では、ユーザーのあ

りとあらゆる反応をデータとして蓄積し、徹底的に日本の生活に根ざしたサービスのあり方を明確化し

ます。 

・第１回モニター実施期間 

申込期間：2017 年 9 月 20 日(水)～2017 年 10 月 13 日(金) 

実施期間：2017 年 10 月 23 日(月)～2017 年 12 月 22 日(金) 

※申込期間・実施期間は延長されることがあります。 

詳細 URL：https://product.goo.ne.jp/gsntk/ 

 

なお、スマートスピーカー提供会社、IoT デバイス提供会社、IoT デバイスを活用した住宅やマンシ

ョンに関するサービスの差別化を検討している会社、対話形式での EC サービス提供会社などとすでに

アライアンスの話を進めており、PoC 開始とともに本日よりアライアンスパートナーを追加で募集しま

す。 

・アライアンスパートナーの追加募集 

詳細 URL：https://product.goo.ne.jp/gsntk/ 

 

3. 今後の展開について 

本 PoC を通じて、日本の生活に根ざした世界を徹底的に追求し、NTT グループの AI 関連技術

「corevo®」(*2)をはじめとする世界最尖端の技術で「あうんの呼吸」を実現していきたいと考えてい

ます。 

 

【補足】 

(*1) PoC(Proof of Concept)概念実証。新しい着想や技術、発見などが実現可能であるかどうかを、簡易的または部分

的に検証すること。ビジネスや研究開発の分野で、実用化への前段階として行われる。 

(*2) NTT グループの AI 関連技術「corevo®」(http://www.ntt.co.jp/corevo/)は日本電信電話株式会社の登録商標で

す。 

 

 

以上 

 

本件に関する問い合わせ先 

NTT レゾナント株式会社 広報担当 成田、立石 ☎ 03-6703-6250 pr@nttr.co.jp 

https://product.goo.ne.jp/gsntk/
https://product.goo.ne.jp/gsntk/
http://www.ntt.co.jp/corevo/
mailto:pr@nttr.co.jp

